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山口県立美祢高等学校 

◇校長より     

天候不順の夏に比べ、今年は秋らしい秋となっているように思えます。一年の内で最も活動しやすい気候であり、

文化祭やマラソン大会、青嶺高校との交流などの行事を設定していますが、全員３年生の本校では全校体制で臨む進

路決定への大切な時期であります。生徒には、「この時期の１日は、１、２年の３日間と同じ価値がある。集中して

取り組むこと」と伝えています。さて、私が普段注意していることに「思い込み」の排除があります。それには「偏

見」とほぼ同義語の重い「思い込み」もあれば、言ったはずや当然こうなるはずという「はず」の「思い込み」など

様々含まれます。校長の重要な業務の一つに危機管理があります。この危機管理上、「思い込み」は大変危険なもの

です。危機はよく意外なところから生じます。意外には「思い込み」による「意」の外もあるのです。「思い込み」

を出来るだけ排除するために、「思い」「事象」に対し、「なぜか」までさかのぼって考えるようにしています。少し

話は変わりますが、進路決定に関する試験に小論文や面接があります。生徒の皆さんも、質問内容を自分向きに「思

い込み」、意図されていない方向の答えをしないように落ち着いて対応してほしいものです。 

◇２４時間ＴＶ募金(８月３０日） 

◇公開授業週間（９月２２日～２６日）

 

 第６３回卒業証書授与式が挙行され

ました。 

◇教務係より

日） 

◇１０月行事予定 

１日(水) 更衣 

２日(木) 考査時間割発表 

第２回ＰＴＡ役員会 

３日(金) 頭髪服装検査 

４日(土) 美祢青嶺高校文化祭 

～５日(日)   

９日(木)  中間考査 

～１５日(水)  

１５日(水) 大掃除 

１８日(土) 記述模試 

２３日(木) マラソン大会前健康相談 

３１日(金) 頭髪服装検査 

   火道切り下草刈り  

             

 今年の公開授業週間には２０名の来校
がありました。体験活動でお世話になって
いる｢秋芳の里｣からはお年寄りと職員の
方が参観に来られ、食事計画に関する内容
の家庭総合では、郷土料理についてお年寄
りに教えていただき交流を深める良い機
会ともなりました。 

７２年間の御支援に感謝！ 

 日に日に秋めいて、そろそろ中間考査発表です。入試が近づいてきた人

もいますね。来月には文化祭も控えています。そんなあれもこれもできな

いよと悲鳴が聞こえてきそうですね。でも、私たちは様々な仕事を平行し

て進めていかなくてはなりません。それが社会人になれば尚更のこと。家

庭を持てばさらに増加。では、どうしたらいいか。大事なのは「段取り」

だと私は思います。 

①それぞれの仕事がどんな内容なのかを把握する。 

②それぞれの仕事の締切日を確認し、逆算して開始日とスケジュールを

たてる。（難易度を考慮して、ゆとりをもって組みましょう） 

③スケジュールを見て、今、取り組む優先順位を決める。 

④ひたすら取り組む！ 

先のことまで念頭に置いて、今、この時を精一杯努力して。Fight！！ 

◇少年リーダーズサミット(８月１２日） 

夏休み恒例の２４時間テレビ募金活動が行

われました。美祢高校として最後の参加とな

る今回は、ＪＲＣ部・生徒会中心に全校生徒

が参加し、商店街や秋芳洞入り口に並び募金

の呼びかけを行いました。募金総額は昨年を

上回る28，637円となり、社会福祉協議会を

通して各種慈善事業へ寄付されます。 

◇イングリッシュ・サマーセミナー（８月２８日）

（

６月２０日、７月８日） 

 平成１７年より始まり今
回が１０回目となる最後の
「イングリッシュ・サマーセ
ミナー」が秋吉公民館で開か
れ、美祢高生６名、連携３中
学校生２２名が参加しまし
た。普段の授業とは違い楽し
みながら英語に興味を持っ
てもらうのが目的で、ＡＬＴ
４名とゲームやお菓子作り
などをしながら交流しまし
た。「外国の人と話す機会が
無いので良い経験になった」
「もっと英語を勉強してみ
たくなった」という、この事
業の持つ意味をよく示す生
徒の感想が印象的でした。 

 美祢署で市内３高校の生徒による少年リ
ーダーズサミットが開かれ、多機能型携帯電
話(スマートフォン)などインターネット利
用のマナーについて議論を行いました。本校
の３名を含む１８名の生徒は３班に分かれ
意見をまとめ、各班の代表がトラブルの原
因、インターネットの危険性、今後の対応な
どについて発表しました。生徒の意見に「言
いたいことは直接会って伝えるべき」「情報
を取捨選択する力が必要」とあり、インター
ネットの危険性について学ぶ良い機会とな
りました。                         


